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定年退職して 3年になった。 
現職時、2 回目の職場となった福井南養護学校での
自分の歩みを振り返ることが、私にとっては重要であ
った。 
異動当時 43 歳で、中堅といわれる年代になっての
はじめての異動だった。特別支援教育（当時は特殊教
育）の名の下では同じであっても、聴覚障害から知的
障害へと、障害種が全く異なる子どものいる養護学校
への異動であり、初心に返るというような気持ちで養
護学校生活 1年目を迎えた記憶がある。以下では、当
時を振り返り、教師としての自分が周囲の教員や子ど
もたちとどのように関わったのかについて検討してみ
たい。 
 
１ チームで対応するのは当たり前？ 
異動した最初の年は小学部に所属し、高学年５・6
年生のクラスの副担任だった。3 年目からは小学部主
任の立場になり、あるクラスの副担任になった。学部
や学級は、今で言うところのチームで運営するといっ
た形であった。学部会や学年会で主要な行事等が提案、
検討され決定していった。 
しかし、チームといっても所属教員それぞれがチー
ムで指導・支援する強い意識を持っていたか、またチ
ーム支援という言葉があったかというとイエスとは言
えない。私自身はチームで子どもたちを指導支援する
ことが重要であるとの認識はあったものの、それを明
確に他の人に伝えたことや話題にしたことはなかった。
もちろん皆で協力していくためには、役割分担に基づ
き一人一人の責任ある仕事がベースになっているのは
当然であったが、協力しないと日々の授業や種々の業
務がうまく進まず難しいことは、暗黙の了解のような
もので、「当たり前」だった。いわば暗黙の了解として
のチームだったと言える。 
このように、チームという形でやっていくのは、養
護学校教員として当たり前だと思っていたのであるが、
時には予想外の教員が異動してきた。表面上協力する
姿勢が見えず、そこにいるだけのように見える時もあ
った。小中学校や高等学校では、学級の１授業を一人
の教員が受け持つのは当たり前であろうが、知的障害
の養護学校ではまずあまり多くない。日課に個別指導
で行う数（さんすう）や言葉（こくご）の時間があり、
1 教員が１～２人位の子どもを受け持ち一対一のよう
な形で指導することはあったが、それ以外の授業、例
えば生活単元学習や音楽などでは複数の教員が主担当
とサブという形で受け持つことが多かった。そのよう
な授業には複数の教員が入っていたが、それでも手が
足りないことがあった。実際、席から外れたりトイレ
など教室から出て行こうとしたりする子どもへの対応
だけでも教員の手が必要であり、十分に指導に手が回
らず本当に困った記憶がある。外での散歩や校外学習
ではなおさらである。そんな場合に、教員に協力の姿
勢が見えなかったりわざわざ口頭でお願いしなければ
ならなかったりするのは、子どもたちの活動が滞るこ
とがあるので大いに困ったものだ。チームがうまく機
能しないと、授業のやりくりや活動計画、指導の展開
などにも大きく影響し、小学部主任として責任を感じ
ていた。 
ところが、何年も経過した今「あの時のこと」を思
い返してみるようになった。どうしてだろうか。それ
は、教職大学院における合同カンファレンスやラウン
ドテーブルなど様々な場面で多くの院生やスタッフた
ちと出会って実践を聞き、話す機会があったからだと
思う。教職大学院にスタッフとして加わったことで、
他者の話にその都度共感し疑問を抱き、自分の過去の
経験とも照らし合わせる機会を得た。当時の出来事を
また別の視点で捉えられるようになったのは、そうし
た中で私自身が捉え直しを行い、新たな視点を持つこ
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とができたからと気づいた。意識の下にしまい込んで
いたものも、意識の上に出てきたようだ。当時、日々
の授業や業務をこなしていくことに終始し、「振り返る
余裕」が不足していたと感じる。周りも私もそれで普
通と思っていた。「振り返る余裕」というより「振り返
る文化」や「話し合う教員文化」と言っても良い。 
そのように今振り返って考えると、異動してきたば
かりの教員本人に協力する気持ちや能力がないのでは
なく、異動してきて間がないことや障害児の指導の経
験がないことなどが大きく影響していたのではないか
と考えられる。また、分からないことを言い出しにく
く質問しにくかったのではないかとも考えられる。何
年かの教員経験があって異動してきた場合にはさぞや
りにくかっただろう。また私たちのはじめのオリエン
テーションや事前の準備が不十分だったかも知れない。
異動時はむろんオリエンテーションをしているし、そ
の後授業毎に事前の準備段階で打ち合わせもしている
のだが、それはしているつもりであって、決して十分
ではなかったのかも知れないと思うようになった。最
初のオリエンテーションだけで何でも分かるはずがな
い。経験のない異動してきたばかりの教員に、障害状
況も能力も性格も異なる子どもたちをすぐに理解でき
るはずもないのに、私たち何年かの障害児教育の経験
がある者は、もうそろそろ分かるだろう、分かっても
いい頃だと勝手に決めつけていたのではないだろうか。
もしかしてそういう気持ちや態度が、教員の口から「分
からないから教えて」、「この行動はどういうことだろ
うか」「○ちゃんはなぜ出来ないのだろう」などと出て
くる発言を、意識せずに止めてしまっていたのかも知
れない。 
それだけではない。さらに重要なことは、私自身が
上記の発言や議論が足りなかったのではないか、自分
自身が疑問や悩みを人前でなかなか言い出さないよう
になっていたのではないか、ということなのだ。すぐ
に解決できるような内容であれば話せるのだが、分か
りにくいことや大きな課題、漠然とした課題などにつ
いてはなかなか話せないことがあった。そのような空
気というか雰囲気は学部や学校全体にも流れるだろう。
日々感じる仕事上のいろいろな疑問や悩みを反芻し調
べ尋ねるなどして、いつの間にか、意識下で一応の解
決や結論を出す習慣のような癖のようなものが身につ
いてしまったようだ。なぜか。すでに２０年の教員生
活を経て異動したからかも知れない。 
疑問点はとりあえず口に出し話題にすることが大切
であり、それがあちこちとつながって糸口が見えてく
ることがある。いや、むしろ意図的にする必要があっ
たのではないか。そういう状況への組織的対応、個人
からの発信を受け止める窓口を通し共通の話題として
取り上げていき、解決へ向け検討する流れができてい
なかった。よほどのことがない限りうやむやになり、
そのうち忘れてしまったものもある。建設的な仕組み
のようなものはやはり不足していたように思える。し
かし今更だが、あえて言うと基本的に「同僚性」は比
較的強く学校全体にあったように思う。最近「チーム
支援」の重要性が叫ばれているが、当時もう少し取り
上げて検討できていたら良かったのではないか。「チー
ム支援」の在り方など、タイトルの言葉がつくと研究
や検討がより進むことがあるのかも知れないとさえ思
う。 
 
２、あとあと考えさせられた事 
さて、ここまでは、相手の教員ではなくて実は自分
や自分たちの方にも問題があったと思ったことについ
て述べた。次に、福井南養護学校時代に経験したこと
の中で２つを取り上げて、特別支援学校の自分自身を
含めた教員としての大切なことについて考えてみたい。 
（１）生活単元学習の取り組みから～協力・協働と
学び合いについて～ 
小学部は児童数増加のため、平成 6年度から低学年、
中学年、高学年の３ブロック制で運営していた。平成
７年度当時、養護学校の教育課程の中では特徴的で中
心的である生活単元学習を、小学部中学年（３・４年
生）の普通学級を例にとると週当たり７時間とり、う
ち週２回は、２限目から３限目（または４限目）まで
設定していた。一部紹介すると、１学期は次のような
内容である。（平成７年度年間指導計画より抜粋） 
 
（単元名）   （内   容） 
春がきた 
・新しい学級 ・学校探検 ・春の自然と
遊ぼう ・じゃがいもの植えつけと観察        
宿泊学習 
・オリエンテーション ・持ち物調べ ・
係の分担 ・学習活動の練習 
おいもパーティ  ・いもほり ・調理 ・おいもパーティ 
 
平成７年度の校内研究で、中学年は生活単元学習の
指導について取り上げることになっていた。そこで、
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研究グループのメンバーで話し合いを重ねていった。
小学部に入学して３年目、４年目といっても身辺自立
が不十分な子どもや言語力が未熟な子どもの多くは、
興味が限られ机上の学習もなかなか難しい。中学年で
は、それまであまり生活単元学習の在り方について議
論されることは少なく、そのような子どもたちの生活
単元学習の内容や指導について取り上げて検討したこ
ともなかった。この年、校内研究に取り上げることに
より、改めて生活単元学習の在り方や考え方が見直さ
れ、中学年においてはまだまだ遊び的な活動が必要で
あると確認し、「遊びを取り入れた生活単元学習の指導」
について研究グループのメンバーである中学年所属の
全教員で検討し実践していった。 
そのころ「協働する」という言葉や概念はなく、せ
いぜい「協力する」という程度で、主担当の提案に対
し皆で検討する形だった。話し合いは活発とはいかず、
ぼそぼそ誰かが意見を言うというようなこともあり、
スムーズに進んだことばかりではなかった。教員集団
の大きさはせいぜい 10 名前後で、多すぎないにもか
かわらず、そのうち半数が初めてその学部学年に所属
したという場合などには、経験のある者が「昨年はこ
うだったから今年はこれでいいかな」「○ちゃんは発作
があるから担当教員はこのように配すると良い」など
の発言がある位だった。ややもするとあとは担当者に
任せる、ということもあり得る。子どもの安全とスム
ーズな運営に重点が置かれていて一人一人の子どもに
とって十分な学びができる指導の計画かどうかまでに
は言及せず、そんなものだと皆が思ってしまっていた。
一人一人の教員の心中には（このままではだめなので
は）との思いがあったかも知れないのに、空気の流れ
を起こせず成り行き任せになっていた。また行事につ
いては必ず事後の振り返りを行っていたが、日々の学
級での授業の振り返りは各学級に任されていて、つい
おろそかになっていてもそのことで他の教員が何か言
うことはなかった。年度当初や研究会の機会に、「子ど
もの様子についての日々の話し合いやの確認が養護学
校では特に重要である」と管理職や講師などから必ず
聞いているし、教員もその重要性を理解しているのだ
が、必ず実施しているという学級ばかりではなかった。
はじめは意気込んで行っているのだが、次第に遠のく
場合もあった。分かっていてもいつか忘れがちになり、
何かのきっかけでパスしてしまいそれが常態化してし
まうのだ。気づいていても学部主任だからといってそ
のことに突っ込むことはできにくかった。また実際の
ところ２～３名配置されている学級教員の人間関係も
重要な条件となった。軌道修正するきっかけがあれば
（今だ）とばかりに確認ができたが、普段はなかなか
言い出しにくく空気を変えられなかった。 
退職後、教職大学院のスタッフとして学校現場の授
業を参観したり院生とかかわったりするようになり、
授業に対する悩みや迷い、また子どもに対する思いや
願いを聞くようになった。そして、彼らの学ぼうとす
る真摯な姿勢と得た学びを知るようになった。少人数
でテーブルを囲み聞いてくれる人がいることで思いや
反省を話すことができ、話すことで自分の心を整理で
きる。それが力となって仲間に働きかけることでチー
ム力になり、その結果次の実践や後の計画が改善され
てくる。その重要性を改めて感じている。次第に、私
自身が現場にいた時のことをじっくり振り返ることが
（やっぱり必要）だと思うようになった。そして今こ
の紙面で、退職の時一度閉めたはずの蓋を開けている。
幸い蓋の鍵はかけていなかった。 
どの現場でもするように少人数のミニ会議や打ち合
わせはしょっちゅう行っていたが、経験の浅い者は発
言が少なかった。経験の有無にかかわらず発言が生き
るような雰囲気と「教員同士の学び合い」という考え
が皆にあれば、「協同的」に話し合いができて、前向き
で建設的な意見も出ていたかもしれないし、互いの学
び合いが生まれたと思う。私自身が「学びは個人です
るものだ」と思っていたので一人一人の向上心に訴え
られなかった。また、私の役割は今なら「ファシリテ
ーター」で、その頃は「進行役かまとめ役」程度だっ
たが、私の意識的な力があれば、より深まり有意義な
結果がさらに得られたことだろう。在職時たくさんの
学びをしたはずだが、学びの多くは個人に帰すること
が殆どだったように思う。教員同士の学び合いがなか
ったわけではないが、「学び合いの意識」は薄かった。 
（２）生活単元学習の取り組みから～子どもの学び、
教員の学びをつなぐことについて～ 
教員が複数集団で取り組むことが多い生活単元学習
の一例、単元「宿泊学習」は１学期のメインであり、
多彩な活動が組める取り組みだ。宿泊学習の単元で取
り入れた遊び的活動の一部を、平成７年度の「研究の
まとめ」より抜粋して紹介し、少し具体的に考えてみ
たい。 
 
 
◇事前学習◇ 
??????　Vol.6
Department of Professional Development of Teachers / Graduate School of Education / University of Fukui     195
・ハイキング…校舎裏の山登り   
・ゲーム…ダンス、ボール送り、鬼が来たなど   
・ままごと 
◇事後学習◇ 
 ・宿泊学習ごっこ… 
    入所式、夕食作り、キャンプファイヤーなど 
・キャンプファイヤーごっこ… 
  セレモニー、スタンツゲーム 
・ペンダント作り…材料集め、製作 
 
実施後、遊びの要素を取り入れた活動や遊び的活動
を教員が協力して指導に取り組んだことで、子どもた
ちは意欲を持って主体的に活動することができ、教員
にとっても思い出に残る取り組みになったと振り返っ
ている。（研究のまとめＰ４０～Ｐ５０） 
実際のところ、私は小学部主任という立場であった
が、所属教員の一人として私も宿泊学習などの実践や
研究のまとめ作成にかかわっていて、取り組み方やま
とめ方などに当時それほど疑問を抱かなかった。また、
私は一生懸命「子どもたちのために」「教員皆で協力し
て」考え計画し、指導することに専念していたつもり
であった。同研究のまとめの「実践を振り返って」の
欄には、「子どもたちは楽しく意欲を持って活動してい
た」や「どの学習にも意欲的で笑顔があふれていた」
などの記述がある。これで満足していたのだろうか…。
いや必ずしもそうではないと思うが…。私たち教員に
とって、子どもが楽しく意欲的に活動したこと、子ど
もが力を発揮したことが重要な評価のポイントだった。
そのために私たちは計画し準備し指導を進めることが
大切であり、一定のお膳立ての下で、子どもたちは意
欲的、積極的に活動することが最重要だったのではな
いかと思う。もちろん子どもの障害の状況を把握して
配慮するのは当然であり、興味や意思を無視して無理
に引き上げようとしたり逆にほったらかしにしたりは
しないが、それ以上のことは求めていなかったように
思う。子どもたちが活発に活動し、新たなことにチャ
レンジしたり変化が見られたりすればその指導は二重
丸でそれで終了だった。何かが足りなかった。私個人
も教員集団も明確に意識的に次へつなぐべき財産や課
題をあまり残せなかった。なぜだろう。ひとつには、
「何のためにそのことを行うのか」を教員一人一人が
意識し形にしてつなぐことが不足していたこと、また
前述のように学びも課題も個人の内にあるものという
感覚が強く、“他から学ぶ”ことやそれを伝えることの
重要性への認識が足りなかったことも挙げられる。さ
らに重要な問題は、“子どもの学び”をしかと確認した
とは言えず、しているつもりだったということだ。こ
のような傾向は、以後の学習指導要領の改訂のころに
なって学校現場も種々の見直しがなされ、指導方法や
指導結果の評価方法などが次々と検討され少しずつ変
わっていったように思う。 
（３）マイナスをプラスに生かす勇気が必要 
平成 10 年度のことである。私は小学部主任という
立場だったこともあって、副担任として中学年のある
クラスに所属し子どもの指導にあたっていた。このク
ラスには３年生の児童が５名いて、私を含む３名の教
員が担当していた。 
１学期のある日の朝のことだった。子どもたちの登
校時、突然児童玄関に私のクラスの男児の父親がすご
い剣幕で駆け込んで来た。何事か？と思ったが、怒り
で感情的になっている様子だったので、児童生徒や保
護者、教員などが「おはよう！元気？」などと言いな
がら迎えている場で、このままではまずい！ととっさ
の判断で、近くのこじんまりした部屋へ案内した。事
情を聞きながら話し合い、父親が落ち着いたところで、
帰っていただいた。その後直ちに管理職に報告した。
管理職（教頭先生）は私の話を聞いて、特別何かああ
しなさいなどとは言わなかったので、私はまた経過を
報告しますと言ってその場を去った。他の学校のこと
は分からないが、そのような場面に遭遇したことも経
験したこともなかったので、私自身とても驚いた。父
親は男児への指導の仕方の不適切さを怒っておられた
のだった。かかわった指導者がなぜ、どのように指導
して父の怒りを買ったのか調査して、後日両親にお伝
えし、当事者の教員とともに丁寧に謝った。そうこう
してどうにか一応落ち着いたのだが、それで良かった
のだろうか。 
私は、当事者の教員の事情だけでなく、子どもがど
のように父に伝えたのか、父親はどう思って怒ったの
かなどが分かり、“ちょっとした行為”の持つ意味の大
きさにとても驚いた。それと同時に、指導の意図と行
為、子どもの受け取り方、子どもの言動の個人差、保
護者の思いや願いなどについて考えを及ぼし、見通し
を持つことが不足していたことに気づかされた。それ
までも一通り個人情報も含め必要な子どもの実態把握
に努めていて、担当者が共通理解をしていたのだが、
決して十分というわけではなかったことになる。当然
ながら私は小学部主任となってから、学部や学級の教
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員集団の人間関係の調整とバランス、そして学部運営
に最大のエネルギーを注いでいた。自分の中での学部
運営の中心的な思いは、“スムーズな運営”にあったか
も知れないと、今思う。 
いつも機会ある毎に、子どもと家庭の把握や指導の
在り方の大切さを教員と確認していたのだが、このト
ラブルでその重要性を改めて再認識させられた。別の
言い方をすれば、年度当初はもちろん、必要に応じて
その都度、子どもの情報を保護者と、あるいは教員同
士で共有し対応などについて話し合い確認することが
不足していたのだ。このような場合、起こってからの
対応はもちろん大事だが、もっと大事なことは、起こ
らないようにすることである。それにしても残念なが
ら、のど元過ぎれば熱さ忘れる、と言われるように、
このトラブルを受けての教員の学びはいつの間にどこ
へ消えたのだろうか、形として残ってはいない。もっ
とやることがあったはずで、惜しいと思う。この学び
を伝え、つなぐことが重要だと今なら分かる。その時
は私や関係者の記憶の中だけにとどまった。それはな
ぜかといえば、今でもあるように思うが、なにか良く
ない事があると隠す体質があったことである。誰しも
具合の悪いことは言いたくないし言える相手もなかな
かいないだろう。言ったとしても記録になど残したく
ないものだ。しかし振り返って今なら言える。マイナ
スをプラスに生かしていく勇気と工夫が必要だという
ことを。一つの教訓としてあるいは事例として、もっ
と（以後の指導に生かす！）という確固たる勇気が必
要だったと思う。それから 3～4年後、「開かれた学校」
という言葉が校内外で聞かれるようになった。 
３ おわりに 
結局、私は１２年間福井南養護学校に在籍し、うち
最後の２年間は教頭職だった。その中では実にいろい
ろな出来事があり多くの経験と勉強をさせてもらった。
今回、ほんの一部だが振り返って書いてみることで足
りなかったことやもやもやしていたことを少し表に出
せたような気がする。元に戻ることはできないが、次
につなげられる学びができただろうか。今後「何かあ
った」時に生かすことができたら本物になったと言え
るのだろう。 
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